
 
 
 
 
 
 

こんにちは ボランティアセンターです！ 

新年度が始まり早くも１か月が過ぎ、新緑の季節５月を迎えました。 

ボランティアセンターでは、ボランティアをやってみたい、ボランティアをお願いしたい、活

動中の悩みや事故など、ボランティアに関する相談をお受けしています。この情報紙は 2 ヶ月に

1 度発行していて、現在センターに届いているボランティア情報を発信しています。これならで

きそう！やってみようかな!?  と思ったら、お気軽にご連絡ください。 

相談・申込み受付は、月～金  ９：００～５：００  すぎとピアにて行なっています! 
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ボランティアセンター 

～ボランティア情報紙

 

～今後の講習会の予定～ 

・手話奉仕員養成講習会レベルアップ講習 

  ５月１０日～７月２６日 毎週火曜日 １０：００～１２：００ 全１２回 

・ガイドヘルプ講習会 

  ５月１６日～６月１３日 毎週月曜日 １０：００～１２：００ 全５回 

・PC 要約筆記講習会（詳細は７月発行ボランティア情報紙に掲載します。） 

  ８月３１日～１１月１６日（９月２８日・１１月９日はお休み） 

  毎週水曜日 １０：００～１２：００ 全１０回 

・手話奉仕員養成講習会入門課程（詳細は７月発行ボランティア情報紙に掲載します。） 

  ９月１日～令和５年３月９日 毎週木曜日 １９：００～２１：００ 全２５回 

※日程は諸事情により変更となる場合があります。 

 

『障がいのある方の防災マニュアル』 

－コロナと災害から助かるために－（水害編）を作成しました。 

杉戸町障がい者計画推進懇話会分野別会議防災部会では、「障がいのある方の防災マニュアル－

コロナと災害から助かるために－」を作成しました。 

令和元年「台風１９号」により、避難所生活を経験した私たち障がい者は多くのことを学びまし

た。この経験をもとに、「杉戸町障がい者マニュアル」を当事者である障がい者や、その家族・関

係者で作成しました。 

このマニュアルの基本姿勢  

「自分の命は自分で守る！」  

本マニュアルは障がいのある人が災害に備えて、適切な避難 

行動をとることによって、命を守り、必要な支援に繋げていく 

ことができるようにとまとめています。  

 本マニュアルをご希望の方は社協までお問合せください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行・各種相談・活動申込み・問合せ先    

杉戸町社会福祉協議会･ボランティアセンター 

 〒345-0024 杉戸町堤根４７４２－１ すぎとピア内   

TEL0480（32）7402  FAX 0480（36）1687 

 社協 HP URL http://sugitoshakyou.blog45.fc2.com/(杉戸町社会福祉協議会でも検索 OK) 

 

｢ふれあい｣は町内各公共施設、役場窓口、

社協ＨＰでもご覧いただけます 

これからのおもちゃの病院について 

すぎとおもちゃの病院は、平成２８年４月９日に開院し、毎月第２土曜日 

すぎとピアにて、実施していましたが、おもちゃドクターの減少により、当 

面、定期的な開院はお休みになります。 

 今後は、社会福祉協議会が窓口になり、おもちゃ修理の受付を行います。 

社協からおもちゃドクターに修理をお願いしますので、壊れたおもちゃが 

ありましたら、社協までお持ちください。すぎとピア開館日でしたら、いつ 

でも受付しています。 

壊れて動かなくなった、音が出なくなった・・など、おもちゃの「困った」 

を解決します。おもちゃドクターに診てもらいましょう。 

（治療費は無料ですが部品代がかかる場合があります。お聞きしてから修理します。） 

 ２０２２夏のボランティア体験メニューについて 
夏ボラの季節が近づいてきました。 

昨年一昨年と、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による受入れ先の減少などがあり、例年と

比べかなり規模が縮小された開催となりました。 

今年も規模を縮小した開催となりますが「ふれあいの機会をもちたい！」「将来希望している仕

事を垣間見たい、体験したい！」という願いがかなえられるよう、方法を模索しています。 

今年のメニュー一覧は、7 月 1 日発行を予定しています。 

登録ボランティア団体 杉戸町赤十字奉仕団の活動紹介 

杉戸町赤十字奉仕団では、４月７日（木）に委員長と副委員長が町長を訪問し、手作りの防護服

を寄贈しました。団員で力を合わせて作成した防護服５０着は、町内の認知症グループホームへ届

けられます。 

 活動のきっかけは、昨年、小川町赤十字奉仕団が手作り防護服を町内の希望者へ配布した記事を

日本赤十字社埼玉県支部ホームページ等を見て、アイデアを得たそうです。 

 

【委員長から一言】 

「作業工程が少ない型紙を使用し、誰

でも手に入る材料で簡単に作成できる

防護服です。このような活動が広がっ

ていったらと思います。」 

 

  

http://sugitoshakyou.blog45.fc2.com/

